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論　　文　　の　　要　　旨

　本研究は，中国古来の伝統的な思想体系である儒学に独特な人間の徳とそれに関わる文化との関連

を分析することで，そこに潜在する体育思想を明らかにすることを目的とした思想研究である。そし

て，序章では儒学における体育思想を弱らかにするために，その基本概念である教育思想，身体思

想，体育思想についての先行研究の検討を行い研究課題を導いている。

　儒学の教育思想に関する先行研究の検討から，①r教育とは何か」，r体育とは何か」という哲学的

な間題に関する検討，および，②儒学の教育思想を独立した体系として明らかにすることを本研究の

課題としている。また身体観に関する先行研究については調査の結果存在しないことが確かめられ，

③先行研究の欠如という困難を越えて，儒学における身体観を明らかにすることをも研究課題として

いる。体育思想に関する先行研究の検討では，体育の手段である身体的運動を体育そのものとして措

定するという問題点が指摘され，④本研究で明確になる儒学体育のなかに身体的運動を位置づげるこ

とをも研究課題としている。

　上記の課題を解決するために3つの分析枠組みが設定されている。第一は教育概念と体育概念の関

係で，体育概念を「身体」を種差とする教育概念の種概念とし，関数形式による分析枠組みを設定し

ている。第二は身体について，「関係的身体」と「可能態としての身体性」という分析枠組みを設定し

ている。第三は身体運動について，個人のr運動現象」，疎外態において存在するr運動様式」そして

それらを組み込む儀礼としての「文化的システム」という分析枠組みを設定している。

　儒学の基本文献としては，r易経』r書経』r詩経』r礼』r春秋』，およびr論語』r孟子』，そして

r筍子』を第一の底本としている。

　本論のr第一章　教育的な諸概念の検討」では，儒学の基本文献から教育に関係する教育的概念を
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抽出し、意義を明確にしている。

　本章で主に論じられているのは，秩序ある人間杜会の実現を目標とする諸概念（第1節），徳ある者

の形成を目標とする諸概念（第2節），基本的な実践能力を目標とする諸概念（第3節）であり，考察

の結果，これらの教育的概念から儒学におげる教育概念を理論的に構成できる可能性があると結論さ

れている。

　r第二章　教育概念の検討」では，教育概念の分析枠組みに従ってr師」，r弟子」，r媒体」，r目標」

の観点から儒学におげる教育概念を明らかにしている。

　本章で主に論じられているのは，師と弟子の存在意識（第1節），師と弟子を結ぶ媒体と目標との関

連（第2節），教育目標の構造（第3節），教育体制（第4節）であり，考察の結果およそ次のような

ことが明らかにされている。

　師は教えることに徹し弟子は学ぶことに徹するところにそれらの存在意義があり，この教と学を媒

介し目標である君子へと導く媒体の不可欠性がとらえられる。君子の存在意義は天下平において認め

られ，そこから君子と天下平という目標一目的の二元構造を関らかにしている。そしてその方法とし

て，「知的」，「榮（感性）的」，r身体的」教育方法が教育体制の元で考えられていたことを弱らかにし

ている。

　「第三章　『関係的身体』に関する人間の諸徳とその杜会的意義」では儒学における身体観が明らか

にされている。

　本章で主に論じられるのは，儒学における身体の位置（第1節），関係的身体概念群の抽出とその意

義および分類（第2節），関係的身体に関わる諸徳の杜会的意義（第3節）である。考察の結果およそ

次のようなことが明らかにされている。

　儒学の中では個人の身体が，杜会におげる人間関係に位置付けられていた。この関係的身体は，内

向的な「牡」「威」「勇」「剛」，外向的なr恭」r譲」といった諸徳の身体的現実化として追及される。

そしてこれらの身体的概念には能力と徳という二重の杜会的意義がある。

　「第四章　体育概念の検討と運動様式の体育学的意義」では，分析枠組みに従って儒学におげる体

育の意義が明らかにされる。

　本章で主に論じられるのは，体育概念（第1節），文化としての洪，揖，射，御とその杜会的意味

（第2節），体育過程におげる洪，揖，射，御の体育学的意義（第3節），および儒学的体育におげる

射礼の位置づげであり，考察の結果，およそ次のようなことが明らかにされている。

　師，弟子，運動様式からなる体育過程では，目標が君子であり，媒体である運動様式「挟」「揖」

「射」r御」と文化的システムr射礼」を通して弟子が君子へと接近する。従って，運動様式の杜会的

意義は，実用から教養へと展開される。その体育学トJ意義は，身体技法習得の媒体的契機と身体的諸

徳の形成という目標的契機の二契機が含まれる。そ、して，体育過程での射礼は，秩序ある杜会を象徴

するrモデル」であり，君子たる人間の身体に関わる諸徳r壮」r威」r勇」r剛」r恭」r譲」，および

人間関係に関わるr仁」r知」r孝」r弟」r忠」r信」r義」，および人問杜会の最善性に関わる規範の

r礼」，r最善性」に至る方法のr中庸」，r最善性」に至る目的的理念のr道」が総合的に求められる
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媒体となり，これがr弟子」に身体的能力を前提とする身体技法を通して礼法を学ぼせる根拠とも

なっている。

　儒学思想における理想的な人間像としてのr君子」は，人間としての最高のr教養」をもつ者であ

る。「君子」を目指す体育過程は，身体技法を通しての身体面からの人間的徳の獲得，さらにシステム

化された礼法を通しての人問関係に関わる諸徳の獲得を実現しようとする。その実現可能性の指摘こ

そ，儒学におげる体育思想のr独自性」であると考えられよう。また，r射礼」というシステム自体

が，人間の諸徳の全体構造の中に位置付けられていることに，こうしたr総合性」の典型を見ること

ができるのである。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文は，体育科学研究科への最初の中国人留学生である著者が文化大革命を経て世界へと開かれ

始めた激動する祖国の杜会情勢の中で，民族の思想的原点に立ち帰って自らの体育的立場を明らかに

しようとする問題意識に支えられて，儒学思想に潜在していた体育観を明らかにしたものである。

　研究課題を解明するにあたって，日本および中国の先行研究の収集やその批判はよく行われてお

り，論文の構成も全体にわたって体系的で，適切であると考えられる。論文の記述も論理的であって

論拠の明示も概ね妥当であるといえよう。原文の解釈も代表的な典拠に基づいており一応の水準で信

頼できる。もとより儒学理解の深さや中国体育史におげる儒学の体育思想の位置づけなどに十分でな

い点もあるといえる。

　以上のような残された間題はあるにしても，全体として本論文は儒学における体育の思想を究明す

ることによって，近代体育として自覚される以前の時代に潜在する体育思想を明らかにする研究方法

とその価値を表す新しい知見を示し，論文の課題解明に成功しているといえる。

　よって，著者は教育学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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